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平成２６年度最後のクラブ会報誌の発行となりました。どれだけの方に読んで頂けているのか？定かでない思いの中での毎月の

発行でしたが、少しでもクラブの活動の様子が伝われば・・・その一心でした。１年間、ご覧頂き誠にありがとうございました。

あれから４年
２０１１年、３月１１日１４時４６分に発生したあの忌まわしき東日本大震災から４年、その心の傷は一向に癒え

ません。未だに仮設住宅暮らしを余儀なくされ、未だに故郷に戻れず、未だに行方不明の家族の帰りを待ちわびてい
る人がいる、未だに・・・・・震災苦、何より震災により引き起こされた原発苦等々二十苦、三十苦に苦しめられて
いる人たちがこの地にはいると言うのに、世の中の風潮は『風化』の一途を辿っている！そう思っています。しかし、
４年の歳月は、確実な復興へ向けての歩みを示しています。１年前には見られなかった光景が被災地で目にすること
ができるようになりました。１年後の姿が果たしてどうなっているのか・・・同じ福島に住む者として、絶対に風化
させることなく、常に心の中に頭の中に刻み込みながら共に歩んでいきたいと思っています！ ＶＡＭＯＳ福島！！

最終月にクラブ主催サッカー大会開催ラッシュ！

幼児・小学１年・小学２年生大会 小学３年生大会 小学６年生大会
３月７日（土）『第２１回キンダー・ジュ ３月２２日（日）今年度初の開催となった ３月２１日（土）に開催した『平成２６年
ニア・スーパーカップ』を開催しました。 『２０１５春ＶＡＭＯＳ福島カップ』小学 度ご卒業おめでとうございます！祝福サッ
幼児～小学２年生迄のサッカー大好きチ ３年生以下の子供たちが春の訪れを体感さ カー大会』昨年は大雨の影響で開催できず、
ビッコたち。参加者一人一人にお菓子の せてくれた陽気の中、思う存分サッカーに 今年こそは・・・その思いがお天道様に通
詰め合わせ。優勝トロフィービッグ！優 興じていました。春があるなら秋も・・・。じ、子供たちの晴れの門出を大いに祝うこ
秀選手にドラえもんの盾。今後もチビッ もちろんそのつもりで開催準備をします！ とができました。「今後、大いに羽ばたい
コたちの楽しみな大会にしていきます！ その節は、ぜひともご参加下さい！ て下さい！」その思いでいっぱいです！！

ありがとうございました！ そして どうぞよろしくお願い致します！
日本一の富士山を有する静岡県では既に桜が開花し、那須岳
を背後に控えるこの地の桜は、まだまだ固い固～い殻の中に
閉じこもっている今日この頃ですが、それでも、確実に着実
に厳しかった冬に別れを告げ、待ちわびた春がやって来てい
る！そんな思いにワクワクしている毎日です。そんな良き日、
我がクラブの平成２６年度の活動も無事終わりを迎えること
ができました。これもひとえに、陰に陽に我がクラブの活動
を支えて下さり、活動の趣旨をご理解頂き参集して頂いた会
員の皆様のおかげと心より感謝申し上げます！『スポーツを
通して心豊かな日々を』少しでも多くの方々に、このことが
体感して頂けたなら幸い至極です。平成２７年度も今年度同
様、いや、更にたくさんの方々に我がクラブの活動を通して、
心豊かな毎日を提供できるよう微力ではありますが、精一杯
尽力させて頂ければと思っております。と同時に、学校、仕
事、日常生活 etc にプラスαを加えられる、そんなクラブとし
て存在できればと思っております。平成２６年度、大変大変
お世話になりました。ありがとうございました！ そして、
来るべき平成２７年度もどうぞよろしくお願い致します！！

我がクラブは、今年度もｔｏｔｏより助成支援を頂きながら活動しています！！


